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いきいき健康セミナー（平成2３年６月２９日開催）より
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睡眠時無呼吸症候群は、日本国内に患者さんが200万人いると言われている中で、実際に治療中の方は2万人に満たないのが現状です。患者さん、患者さんの家族、医師の誰かが気付き、検査をしないと分からない病気であり、治療が必要だけれど、受診すらしていない患者さんのほうが、はるかに多い疾患です。
睡眠は心と体の休息のために必要不可欠な、最も大切な生活習慣ですが、呼吸の面に限ると睡眠に伴い生体に対しての条件が悪くなる方向に変化します。つまり睡眠中の呼吸は不安定になりやすい状態なのです。
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重症例は突然死の可能性が高く予後不良です。また、患者さんの社会生活に大きな影響を与え、精神疾患と診断されたり、夜間覚醒時に、「尿意を感じて覚醒した」と思って前立腺肥大と考えられたり、交通事故や災害の原因となり社会に大きな影響を与えます。

睡眠時無呼吸症候群患者さんの車の運転は、飲酒運転よりも危険が大きいと言われています。
睡眠時無呼吸症候群の診断には睡眠検査（ポリソムノグラフィー）が必要です。脳波をはじめ、20種類近くの指標を測定します。治療の中心はCPAP（シーパップ）であり、当院でシーパップを導入できます。
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続きは外来でご説明いたします。睡眠時無呼吸症候群を疑い、検査をご希望される方は、是非、当院の呼吸器内科に気軽にご相談ください。お待ちしています。
呼吸器内科部長　白石　訓
　
　
　　【いきいき健康セミナー風景】
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中央臨床検査部主査　池田　英治

　近頃、連日のように腸管出血性大腸菌による食中毒事件がテレビや新聞で報道され、大きな社会問題になっています。４月下旬に富山県で死者４名を出したＯ１１１、６月に入ってからも三重県で３歳女児が、府下でも８４歳男性がＯ１５７に感染して死亡しました。ヨーロッパでもＯ１０４によりドイツを中心に患者３５００名、死者４０名という大規模な食中毒事件が発生しました。
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　細菌性食中毒が発生するのは、７月から９月（カンピロバクターは５月頃から）にかけての３ヶ月間が最も多く、年間発生件数の半数以上がこの期間に集中していますが、冬季の発生も増加傾向にあり一年中油断は禁物です。
　感染すると多くの場合、発熱や嘔吐、腹痛、下痢などの急性の胃腸障害を起こします。 ほとんどは軽い症状で済みますが、なかには死に至るケースもあります。特に、抵抗力の弱い子どもや高齢者で重症化する傾向があるので注意が必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· どの様な所にいるのでしょうか？

腸管出血性大腸菌は牛など家畜の腸管に高率で存在しています。また、カンピロバクター菌も牛・豚・鶏などの家畜や犬・猫などのペットの腸管内にいて、それらの糞尿により様々な経路で食品や水、環境が汚染されます。

◆原因になりやすい食品は？                                             　　　　

[image: image9.emf]腸管出血性大腸菌食中毒は生肉（ユッケ、牛生レバー）や肉類の加工品が主な原因食材ですが、他にも菌に汚染された環境で栽培された野菜や井戸水などが報告されています。また、カンピロバクター食中毒の主な原因食品も、鶏肉や牛レバー等の肉類やその加工品が多くを占めています。

また、包丁、まな板、箸、手などを介した二次汚染による食中毒が起こりやすい傾向もあります。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 腸管出血性大腸菌やカンピロバクターによる食中毒を防ぐには

1 肉類や内臓を生で食べない。（ユッケ、レバー、刺身など）・・・食べたい時は命を懸ける覚悟が必要？かも知れません。幼児や高齢者には食べさせないように注意してください。

②
十分加熱する・・・食中毒を起こす微生物のほとんどは７５℃（食品の中心部分）１分間の加熱で殺菌されます。サラダなど生食の野菜はよく洗い水道水にしばらく浸しておくと効果があります。
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③　調理したらすぐ食べる。（細菌は適度な温度と湿度があれば１０～２０分間隔で２→４→８倍…と増え続けます。すぐに食べないときは冷蔵で保存してください。）

4 手指や調理器具、布巾、洗浄スポンジなどを清潔に保つ。

[image: image1]
これは微生物による食中毒全般に共通する対策です。しかし、食中毒を起こす微生物の中には加熱でも死なない菌や冷蔵庫の中でも増殖できる菌もいて、完全に防ぎきることは困難です。もし食中毒様の症状が出たときは、自分で勝手に判断しないで、必ずお医者さんに診てもらいましょう。

（写真提供：東京都健康安全研究センター）
	

６月９日（木）１６時より「なーるほど ザ こんさーと」と題し、福井　徹カルテットの皆さんによるジャズ演奏をお聞きいただきました。
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「It’s Only A Paper Moon」「月の砂漠」「夜霧のしのび逢い」などの曲目を演奏していただくと、ロビーがジャズの雰囲気でいっぱいになりました。ご参加いただいた皆さんにも大変好評で、大きな拍手・歓声をいただきました。
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また、続けて７月１４日（木）１６時から、アグリーダックリングスの皆さんをお迎えして「サマーコンサート」を開催しました。アグリーダックリングスは１７名のビッグバンドです。昨年も当院でコンサートをしていただき、今回が２回目となりました。「港町十三番地」「憧れのハワイ航路」「微笑みがえし」など、皆さんおなじみの曲を演奏していただきました。参加者の皆さんからアンケートで「感動しました！」「楽しいひと時をありがとう！」という言葉をいただいています。
　　
広報委員会では、今後も皆さんに楽しんでいただけるコンサートを開催していきたいと思います。まだご参加いただいたことのない皆さまも是非ご参加ください。次回のコンサートは８月４日（木）１６時から演歌歌手お二人をお迎えします。皆さま是非ご参加くださいますようご案内いたします。



	当院では、「皆さまの声」専用箱を1階外来の診察申込書記載台に設置し、利用者の皆様のご意見やご感想をいただいています。

それらを患者サービスの向上や病院運営に反映し、より良い病院となるように努力してまいります。皆さまから寄せられたご意見の一例をご紹介させていただきます。
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ご意見．冷房がききすぎています。
節電の時、こまめにチェックを入れて下さい。  （平成2３年６月１３日回収分）
回答．ご意見ありがとうございます。１階会計前の吹き抜けロビーは送風温度を高めに設定しました。また、節電対策として可能な範囲で院内の設定温度を１℃高くし、照明も一部消灯しています。ご理解をお願いいたします。




	◇◇◇　院内コンサートのお知らせ　◇◇◇

	当院では、8月4日に柾木裕次さん・佐藤勢津子さんのお二人をお招きしてプロの演歌歌手によるコンサートを開催いたします。（佐藤勢津子さんは美空ひばりさんの実妹です）　
また9月8日には、大阪工業大学『ＴＯＳＳ』の皆さんにより「楽しく仲良くジャグリング」を開催します。「様々な道具でいろんなすごいことをします」ということで、どんなステージになるか、どうぞご期待ください！！
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◇日　時：平成23年８月４日（木）午後４時～５時

出演者：柾木裕次さん・佐藤勢津子さん
◇日　時：平成23年９月８日（木）午後４時～５時
出演者：大阪工業大学ジャグリングサークル『TOSS』
◇場　所：両日とも当院１階　整形外科待合前にて
◇参加費：無料　　

ご家族の方もご一緒にぜひ聴きにいらして下さい！！


	◇◇◇　いきいき健康セミナーのお知らせ　◇◇◇

	当院では、２ヶ月に１回「健康と病気」に関する分かりやすい講演会を行っています。
どなたでもお気軽にご参加ください。

◇テーマ：すこやかな排尿『前立腺肥大症と過活動膀胱』　　　
◇講　師：泌尿器科部長　河野　学
◇日　時：平成２３年８月２５日（木）午後２時～午後３時
◇場　所：当院２階　集団指導室
◇問合せ先：医療連携担当　電話０６－６１５０－８０００
参加は無料です。当日参加もＯＫです！！


	◇◇◇　肝臓病教室のお知らせ　◇◇◇

	肝臓病ってどんな病気？肝臓病の食事ってどうすればいいの？肝臓病とうまく付き合っていくには、どうしたらいいのか？　など、皆さんにわかりやすお話しています。
◇日　時：平成２３年９月２２日（木）午後２時～午後４時
◇場　所：当院９階　すかいルーム
◇内　容：慢性肝炎について

◇参加費：有料（診察券または健康保険証をご持参ください。）
◇申込方法：外来受診時に主治医に申し出て頂くか、かかりつけの    

開業医の先生を通じて、当院の「地域医療連携室」で予約を承ります。
                         　  副　院　長      岡 博子
皆さんのご参加をお待ちしています！！　　　　　　消化器内科部長　倉井 修
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❏当院でも診療しています！　「睡眠時無呼吸症候群」





腸管出血性大腸菌O157





「付けない」「増やさない」「やっつける」が食中毒防止の３原則です！





「皆さまの声」から
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カンピロバクター














❏食中毒のお話・・・腸管出血性大腸菌とカンピロバクター

















